




1973年,北海道において第1回小児糖尿病サマーキャンプが開催されたのを機会に,北海道

におけるインスリン依存性若年性糖尿病の調査を行なって来た。本研究班の初年度の目的

が,若年性糖尿病の実態,予後及び予後と治療の関係を調査することにあることから,北海

道における現状を報告し,今後全国のそれと比較してみたいと思う。 


